
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

【出 席 率】

【ヴィジター】

会員６２名中４５名 　

８４．４８％【先々週の出席率】

　 12/ 9 ローターアクト地区大会（上越）へ　馬塲信彦君　

【先週のメークアップ】

三条東ＲＣより　栗山正男君　
三条北ＲＣより　大野新吉君　

   12/ 5 田上あじさいＲＣへ　　飯山勝義君　 

 
 
  
 
 
 
 

会  長  挨  拶 馬場 一敏 会長 

 

挨拶致します。 

１．本日は、草野さんの卓話です。よろしくお願いします。 

 

２．先週は、「総会」で次年度の組織の発表及び次々年度地区幹事の韮沢さんの地区役員の発表など、次年度 

に向けての準備が着々と進んでおります。 

 

３. 昨日から我が家に１年交換留学生のレナさんが、加茂の阿部さん宅からホームステイとして移ってまいり 

ました。言葉については来日して４ヶ月近くなりますので、言っていることは理解できているようですが、

『食べ物』が一番の問題です。「みそ」「しょうゆ」はだめ、「生野菜」「海藻」はだめ、野菜は煮たもの、

スープもの、「味付け」もとても大変らしいです。おかげさまで、しばらくは変わった食事をすることに 

なります。これからの楽しみ、冬の味覚の「なべ物」もだめなようですし、正月の「おせち」もほとんど 

食べられないようです。しかし、「はし」は器用に使っております。 

以上のことから好き嫌いではなく『食文化』の違いがはっきりとわかります。 

我が家にいる間「日本語」で会話できるようになることを期待しております。 

 

 

 

 

 

  

   

  残金については地区社会奉仕委員会と協議、使途を決定 

     

2006～2007 年度 

２００６年１２月１１日第１８１１回 本年度第１９回 
国際ロータリー

第２５６０地区 

国際ロータリー会長          ウィリアム ビル ボイド [ニュージーランド] 

第2560地区ガバナー       中 條 耕 二  [三条北] 

第4分区アシスタントガバナー   桑 原 寛 治  [加 茂] 

 会 長  馬 場 一 敏    幹 事  田 代 徳太郎   SAA  広 岡 豊 樹  
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クラブ会報特別企画

あの人 あの時 

大久保秀男 君



  

                         地区大会実行委員長 大野新吉君（三条北ＲＣ） 

   中條ガバナー事務所運営に何かとご協力いただき有難うございます。 

３月開催の会長・幹事エレクト研修セミナー、５月開催 地区協議会、そして１０月の地区大会記念ゴルフ 

大会、地区大会と関係役員、皆様には多大なるご協力をいただきお蔭様で無事終了することができました。 

厚く御礼申し上げます。 

馬塲信彦ガバナー就任に際しましては、このお礼返しに北クラブも大いに協力させていただきますので、 

お申し付け下さい。 

 ご協力心より感謝申し上げます。有難うございました。 

 

 

 

●中條ガバナー事務所より ＦＡＸ番号変更のお知らせ 

     １２月１３日より ０５０－３４３７－６５００  新ＦＡＸ番号 ０２５６－３２－７３２０ 

●三条市特別支援教育研究協議会より 市内特別支援学級児童生徒の『ウィンターフェスティバル』出席お礼 

     ※ １２月１日  馬場一敏会長 出席 

 

 

 

 

◎地区オン・ツー・ソルトレイクシティ委員会     天田 匡 委員                 

    

    ２００７年国際ロータリー年次大会 参加旅行 のご案内 

〈Ａコース〉２００７年６月１６日（土）～２３日（土）（６泊８日） お一人４８２，０００円 成田発着 

〈Ｂコース〉２００７年６月１６日（土）～２０日（水）（３泊５日） お一人３３０，０００円 成田発着 

   ＊中條ガバナーはＡコースで参加されます。Ａ、Ｂ両コースとも国際大会会場へ徒歩圏内のホテル「ザ・ 

     グランドアメリカホテル」、このホテルは世界のホテル１００選にも選ばれ、お部屋も広々とした客室の 

     エグゼクティブスィートを用意致しました。 

  ソルトレイクシティ国際大会       アメリカ合衆国 ユタ州 

    大会開催期間：２００７年 ６月１７日（日）～２０日（水）【４日間】 

    大 会 会 場：ソルトレイクシティ ソルト・パレス・コンベンションセンター 

 

  

 

 

       

  

 

 

 

 

 

 

 

馬場（一）君
田代君
草野君
佐藤（栄）君

長谷川君

草野さん、卓話ご苦労様です。　ＢＯＸに協力致します。
草野さんの本日の卓話楽しみにしています。

三条北ＲＣ
大野君

中條年度に入り諸大会に南クラブ様のご協力をいただきました。本日はそのお礼に出席させて
いただきました。今後とも何卒宜しくお願い申し上げます。

草野先生が主催される同病院のロビーコンサートのファンの一人です。先週も楽しい「ジャズ」
の一時を堪能し、その後別席で更に楽しませていただきました。卓話に期待して！

本日、卓話です。よろしくお願い致します。
一昨夜（９日）、草野先生のお招きでスバラシイ夜を楽しみました。
まさにサタディナイトフィーバーでした。

 

幹 事 報 告 田代 徳太郎 幹事

～ １２月１１日 ２６，０００円  今年度累計 ４８１，０００円 ～

委 員 会 報 告



 

相田君

馬塲（信）君

天田君

滝口君

韮澤君

田中（悌）君
野中君

野島君

安達君、坂井君、坂本君、田中（久）君、坪井君、銅冶君、野崎君、広岡君、渡邉（久）君

12月も中程となりました。忘年会シーズン、寒さの折柄、健康に気をつけ楽しい日々を
送りましょう。
久し振りの快晴、やっぱり晴れた日はいいですね。

草野先生、卓話ご苦労様です。楽しみにしております。

2560地区オンツーソルトレイク委員会より、国際大会のご案内を申し上げます。
皆様の参加宜しくお願い致します。
消雪対策が全部完了しましたが、やはり雪が降らない方がいい。今日のような日が続いて
くれることを願ってニコニコボックスへ。

出席してきました。年齢制限18～30才までの会員ですので元気一杯の会でした。

ＢＯＸに協力致します。
草野先生、卓話ご苦労様です。ＢＯＸにご協力いただきありがとうございました。

前立腺肥大症手術のため、三条済生会病院に11/30～12/5まで入院しました。
現在良好ですが、酒は暫く禁酒が必要。
12/9（土）三条クラブの成田さんとローターアクト地区大会が上越市で開催されましたので

ＢＯＸに協力！来週の忘年会が楽しみです。

来年は三条で開催です。また、本日の草野先生の卓話に期待しています。

佐藤（嘉）、木原君、渡邊（光）君

 

 

 

  

 

 

 

 

「救急について」                       草野 恒輔 会員 
 
はじめは、３６５日の夜間救急診療について県央４つの市町村で 

５２名でスタートしました。主に内科・小児科で構成しています。 
その後、人数が増えて現在５７名となり、かなり定着してきたと思 
っています。しかし、それでも足りません。 
救急隊が１年で見附を除く県央出動数、燕・弥彦地域・三条地域・ 
加茂地域の３つの消防隊で年間７７４４回出動しています。ほぼ 
１０００回は病院から病院への転院に利用されますが、救急患者の 
搬送は６７４１名になります。ほとんどが県央地域で管理されてい 
ます。ただ県央以外に運ばれる人は８７９名います。つまり 1 日当 
たり２．４人となり、これがこの地区にとって問題となります。治 
療には、1 時間／人かかりますので夜、寝れないということになり 
ます。つまり深夜の救急を見ることが重要となります。 

この６月、高橋前市長と泉田県知事との話の中で、最初の１次救急は市町村単位でお願いしたいと言われま 
した。しかし現在自宅と病院が隣りというケースが少ないのです。つまり開業医に夜間救急を任せる時代では 
なくなってきているのです。そこで知事に１、２、３次を一気に解決する方法は『独立型ＥＲ』をつくること 
と提案しました。それを県の医者を使って行う提案をしたのですが、「これ以上県立病院の医師を少なくしない 
で欲しい」と断られました。その後、高橋さん、国定さんと相談を続けていました。現在、医師会と行政が一 
体となって動いています。県央の行政、西蒲原医師会を含め、５つの医師会が一緒となり、かなりはっきりと 
した姿が見えてきました。 

 
今、病院の医者が少なくなってきています。それはなぜか。 

整形外科から始まって忙しすぎて医者が自分たちのやりたいことができない理由で開業医になる医師が増えて 
いるからです。それと同じことが内科・外科にも移り、日本の病院制度の崩壊が始まってきています。国は全 
国の１３８万床を７５万床に減らす政策に入っています。この６月から施行されて、病院のｂｅｄが少なくな 
ってきています。私の病院は１９６ｂｅｄですが、医者は足りていますが看護士が足りません。 
現実、ｂｅｄが少なくなってきているので、救急に対しても効率の良いシステムをということで、県は県内を 
７つに区分け、この地域に２次救急、ここには救急救命センターを必ず入れなければいけないのです。 

 



 
今回、新発田にできた２．５次救急施設をこの地域につくらなければだめとされています。しかし、公設民営 
のため現実５～１０年ではできない。相変わらず１次救急から逃れられない。せめて独立型の救急救命センタ 
ー(独立型ＥＲ)１０ｂｅｄ／日を求めたが、やはりだめでした。 

 
そこで県央地域医師会で検討しているのが 内科・小児科・外科の三つでやるのはどうかということです。 

つまり外科２０名、小児科１２名を３６５日でやって、４５０回出動を１２名にさせるのはどうか。出れない 
日は電話で拘束しています。迷う症例を電話で確認しながら治療を現在やっています。今まで９時半までだっ 
た診療時間を最低１０、１１時にしたいと考えています。 

 
三条市では県央地域の方が各地域からの医師が集まりやすいとのことで、深夜診療できる、つまり、医者・ 

看護士が仮眠できる場所をつくったら、その時間なんとか診療にこぎつけたいと思っています。 
その後、独立型ＥＲを 県・国が何とかしようと思った時に、そこに１０ｂｅｄの入院施設をつくればいいと 
いうような、発展できる形でつくっていこうということで、来年度いっぱいに建物完成ということで動いてい 
ます。 

県央には二つの夜間救急診療所があります。ふたつにはいくらか温度差がありますが、県央全体で考える必 
要があると思います。県央で新しい夜間診療をしなければ、２年後に消滅する危険性がある。つまり長岡地域 
に組み込まれるのです。ひとつのことをやりますと必ず反対があるのですが、救急をやることについては、医 
者たちは誰も反対しません。ふたつがひとつになって大きくなれるよう努力していきますので、皆さんのご協 
力をよろしくお願いします。 

 
参考 

１次救急：入院を必要としない医療 

２次救急：入院、手術を必要とする医療 

３次救急：重症、高度専門医療を必要とする医療 

ＥＲ ：Emergency Room ／ 救急センター  

 

 

                      

 

 

 

        

 

 

 

 


